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                             令和３年１月２８日 

 

報道関係者 各位 

 

バリアフリー教室の開催について 

 

本市では、東京２０２０パラリンピック競技大会の事前キャンプ地としてドイツパラ陸

上競技選手団をお迎えするため共生社会ホストタウンへの登録を行い、受け入れの準備等

を進めているところであります。 

このような中、共生社会に対する意識の向上と高齢者や障害者への配慮を学ぶために市

職員等を対象とした研修会を下記のとおり開催しますのでお知らせします。 

開催にあたりましては、九州運輸局の主催により、熊本学園大学、島原鉄道株式会社及

び島原市社会福祉協議会にもご協力いただいての開催となります。 

 

 

記 

 

１．日  時 ２月１０日（水） １３時１０分～ 

 

 ２．場  所 市役所本庁舎２階 ２Ａ会議室 

 

 ３．受 講 者 令和２年度採用の常勤職員等の計２０名程度 

 

 ４．内  容 別紙 

 

５．参  考 九州運輸局主催による開催としては、九州管内で初めてとなる自治体職

員の研修とのことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：島原市スポーツ課 生涯スポーツ班 

担当 中島 耕一 

電話：0957-68-5474 

E-mail：sports@city.shimabara.lg.jp 

有明海にひらく湧水あふれる 火山と歴史の田園都市 島原 



○ バリアフリー教室カリキュラム

実施場所： 島原市役所　会議室（２A） 並びに　役所入口前正面広場

実施日時： 令和3年2月10日（水）　１３：１０～１５：３０

実施対象： 島原市役所職員及び島原鉄道㈱社員

13:10

（5分）

13:15

14:15
（5分）

14:20

15:25

15:30 後片付け

スケジュール

閉講式（場所：会議室2A）
・島原市社会福祉協議会・九州運輸局から所感表明
・島原市（幹部）から講評

（5分）

（60分）

講話
「障がい者差別解消法とバリアフリー」について
 先生との質疑応答（ディスカッション）
　　熊本学園大学社会福祉学部教授 兼 弁護士　東　俊裕 氏（ひがし　としひろ）

 

休憩・移動・時間調整　　

開講式（場所：会議室2A）
・主催者挨拶（九州運輸局交通政策部計画調整官）
・講師紹介並びにプログラム等説明

１班 ２班

バスの仕組み・バリアフリーについての説明
場所：役所入口前正面広場
説明者：島原鉄道（株）
・バスの仕組みについて説明
・車いす介助実演（全員）
・バス利用時の視覚障がい者体験及び介助体験など
（時間があれば）

障がい者等疑似体験・介助体験
場所：庁舎内
説明者：島原市社会福祉協議会   講評：東　俊裕 氏
・市庁舎内で視覚障がい者（アイマスク）体験及び介助体験
並びに一部の対象者は車いす体験
　（職員の方が怪我をしないように、また来庁者の邪魔にな
らないよう細心の注意を払う）
・２人１組で行う
・ペアを入れ替えて全員体験

バスの仕組み・バリアフリーについての説明
場所：役所入口前正面広場
説明者：島原鉄道（株）
・バスの仕組みについて説明
・車いす介助実演（全員）
・バス利用時の視覚障がい者体験及び介助体験など
（時間があれば）

障がい者等疑似体験・介助体験
場所：庁舎内
説明者：島原市社会福祉協議会
・市庁舎内で視覚障がい者（アイマスク）体験及び介助体験
並びに一部の対象者は車いす体験
　（職員の方が怪我をしないように、また来庁者の邪魔にな
らないよう細心の注意を払う）
・２人１組で行う
・ペアを入れ替えて全員体験

（35分）

（30分）



Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

２０２０年度 バリアフリー教室について

九州運輸局 交通政策部

消費者行政・情報課



目 的

心のバリアフリー社会を目指して！ ～バリアフリー教室～

１

心のバリアフリー施策の推進

・「心のバリアフリー」とは

高齢者、障害者等の日常生活や社会生活における困難を自らの
問題として認識し、その社会参加に積極的に協力する。

（心のバリアを取り除く）

・バリアフリー教室の開催

体験を通じて、バリアフリーについての理解を深めると共に、
ボランティアに関する意識を高め「心のバリアフリー」社会の
実現を目指します。

乗務員等を対象に、旅客施設や鉄道車両などを使用し、高齢者や
障害者の疑似体験・介助体験を行う。
（学校にバスやタクシーを持ち込んで、小学生等向けの教室も実
施している。）



概 要

心のバリアフリー社会を目指して！ ～バリアフリー教室～

２

（１）講習内容

（２）主 催

国土交通省九州運輸局・各運輸支局、各社会福祉協議会（共催）

（３）後援・協力等

各自治体（県・市町村）、福祉団体、交通事業者 等

①講 義
導入部として、バリアフリー法等の講義を行います。

②実 技
バスなどの車両や旅客施設などを使って以下のような体験を行います。
・車いす利用・介助体験
・視覚障害者疑似体験・介助体験
・高齢者疑似体験・介助体験



教室のイメージ（事業者向け）

心のバリアフリー社会を目指して！ ～バリアフリー教室～

３

（１）講 義

実技を行う前に導入部として、九州運輸局や外部講師等により、バリアフリー
法や障害者差別解消法、接遇の必要性などについて講義を行います。



心のバリアフリー社会を目指して！ ～バリアフリー教室～

４

（２）実 技
旅客施設や車両等を利用して、車いす、視覚障害者、高齢者の疑似体験・介助体験をします。

体験を通じて、障害者や高齢者の立場になって考えると同時に、そのサポート方法を学びます。

教室のイメージ（事業者向け）



心のバリアフリー社会を目指して！ ～バリアフリー教室～

５

（３）意見交換等

受講生から介助やバリアフリーについての質問を受
け、講師からその回答をしたり、教室の感想をお聞き
したりします。

今後の教室に活かすため、簡単なアンケートに
ご協力をお願いします。

教室のイメージ（事業者向け）



【参考】教室のイメージ（学校向け）

心のバリアフリー社会を目指して！ ～バリアフリー教室～

６

（４）小学生等を対象とした教室

小学校にバスを持ち込むなどして、小学生等を対象とした教室も実施しています。



9:30 開講式

　・主催者挨拶

　・研修プログラム等説明

9:40 場所名：ターミナル

9:40 高齢者擬似体験 車いす体験学習

　・体験学習を実施 　・体験学習を実施

（45分） （２階～階段～１階～船内にて体験） （２階～船内～２階　にて体験）

10:25

休憩等 休憩等

10:35 車いす体験学習 高齢者擬似体験

　・体験学習を実施 　・体験学習を実施

（45分） （２階～船内～２階　にて体験） （２階～階段～１階～船内にて体験）

11:20

休憩等

11:30 座学　「旅客船事業者に求められること　」

（40分） 交通エコロジー・モビリティ財団

12:10 場所名：ターミナル

12:10 閉講式

　・体験者の感想

（20分） 　・講評

　・質疑応答

12:30 　・閉講 場所名：ターミナル

１班 ２班

場所名：　ターミナル・船内　　　　　　 場所名：　ターミナル・船内　　　　　

場所名：　ターミナル・船内　　　 場所名：ターミナル・船内　　　　　

教室のイメージ

心のバリアフリー社会を目指して！ ～バリアフリー教室～

７

タイムスケジュール（例）



心のバリアフリー社会を目指して！ ～バリアフリー教室～

８



心のバリアフリー社会を目指して！ ～バリアフリー教室～

９

【参考】アンケート結果 旅客船事業者



心のバリアフリー社会を目指して！ ～バリアフリー教室～

１０

【参考】アンケート結果 旅客船事業者


